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第�第   章

  日本

      2    町を取り巻く潮流と課題

2-1 町を取り巻く社会第な潮流

現在、国・静岡県・県東部および伊豆半島を取り巻く社会的な潮流を踏まえて、今後、10年間の町の
姿を思い浮かべながら町で取り組むべき課題を整理します。

具体的な潮流

 ⁃地球温暖化防止と循環型社会の形成
 ⁃人口減少・少子・超高齢化社会への突入と労働人口の
減少

 ⁃高齢化の進展による社会保障給付費の増加
 ⁃ライフスタイルの多様化、国民ニーズの細分化・潜在化
 ⁃農産物の輸出促進等による農業の6次産業化※1等の推進
 ⁃災害への粘り強くしなやかな対応
 ⁃コンパクトプラスネットワークの都市構造の推進
 ⁃ 2020年東京五輪の開催とインバウンドの取り組み

具体的な潮流

 ⁃富国有徳の理想郷“ふじのくに”づくり
 ⁃内陸フロンティアを拓く取り組み
 ⁃大規模災害への備え
 ⁃健康寿命全国トップクラスの延伸
 ⁃新成長産業の育成と雇用創造
 ⁃エネルギーの地産地消
 ⁃多彩な人材を生む学び場づくり

具体的な潮流

 ⁃伊豆半島グランドデザインの推進
 ⁃ファルマバレープロジェクトによる交流産業クラスター
の創出と再生

 ⁃ネットワーク型交通・都市基盤の構築
 ⁃柔硬一体のしなやかな防災・減災対策の構築
 ⁃官・民協働による伊豆半島活性化のための推進体制の
構築（美しい伊豆創造センター）

 ⁃東駿河湾環状道路・伊豆縦貫自動車道の整備

県東部
伊豆半島

静岡県
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2-2 時代の潮流に応えるまちづくりの第第

町を取り巻く社会的な潮流を踏まえて、今後、10 年間におけるまちづくりの課題を整理し、「環境」「健
康」「交流」の観点からまとめました。

2-2-1 環境

環境・防災への対応
地球温暖化の影響により頻発化するゲリラ豪雨等の異常気象による水害や土砂災害、また大規

模地震災害に対する備えが重要な課題となっています。
水害や土砂災害、大規模地震から町民を守るため、治山・治水対策や耐震対策を進めるとともに、

防災機能を兼ね備えた運動公園、道の駅・川の駅を活用した広域的な防災体制の構築、地域と連携
した自助・共助の防災意識を醸成していく必要があります。

併せて、生活インフラの効率的な機能維持を図るため、公共施設の耐震化や長寿命化対策を進
めていく必要があります。

社会基盤への対応
少子・超高齢化社会の到来による人口減少が進むなかで、高齢者や子育て世代が快適に生活で

きる環境を実現し、持続可能な都市経営を可能とすることが重要な課題となっています。
元々コンパクトな都市構造の地形を活用し、コンパクトプラスネットワーク※2 の考えに基づき、

中山間地域と市街地を結ぶ生活交通の確保が必要となっています。
また、厳しい財政状況を考慮し社会基盤や公共施設の維持管理も、コンパクトで効率的な都市

経営の必要があります。 

※ 1  農業の 6 次産業化： 農林漁業生産と加工・販売の一体化や、地域資源を活用した新たな産業の創出を促進すること
※ 2  コンパクトプラスネットワーク： 医療・福祉・子育て支援・商業等の都市機能を都市の中心拠点や生活拠点に集約すること（コ

ンパクトシティ）に加え、住民がこれらの日常生活に必要なサービスを身近に享受できるようにするために拠点へのアクセス
や拠点間のアクセスを確保（ネットワーク）するなど公共交通の維持・充実について一体的に検討する考え方

防災機能を備えた運動公園管理棟	
(ソーラーパネル)

感染対策を施した避難所訓練
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2-2-2 健康

健康・福祉への対応
高齢化やライフスタイルの変化に伴う生活習慣病の増加等により、医療への需要は大幅に増えており、

健康づくり・疾病の予防や早期発見・重症化予防、また介護サービス等の高齢者福祉が重要な課題と
なっています。

子どもや高齢者、障がい者が元気に生活できる環境づくりや町民の健康づくりなどを推進し、町民が
安心して住み続けることができるよう、医療・福祉・介護体制を充実させる必要があります。

教育への対応
生涯学習社会の形成に向け、幼児から大人までの各世代に応じて、多様化、困難化する教育・学習環

境への対応が重要な課題となっています。
「次世代の学校・地域の創生」を目指し、幼児および義務教育の充実を図り、地域とともにある学校

づくりを推進し、豊かな人間性の育成を進めていく必要があります。
また、町民一人ひとりの生涯にわたる学びを支える環境づくりとして、幼児から青少年までの健全育成

活動を充実させ、家庭や地域が一体となった子どもたちを育む環境づくり、文化財の保護・活用と読書・
スポーツを楽しむ環境づくりを進めていく必要があります。

併せて、次世代の郷土をつくる人材の育成と、町にある様々な文化や遺産を後世に継承し、町に誇り
と愛着心を持つ意識を醸成することも必要です。

ＩＣＴを活用した授業ノルディックウォーキング
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2-2-3 交流

産業への対応
超高齢化社会に伴う医療および健康分野の需要拡大、都市化に伴うインフラ整備に対する需要

の拡大、2020年東京五輪等、町内の各種産業の潜在的な技術やイノベーションの強みを有効に活
用していくことが課題となっています。

観光資源の掘り起こしや、地域ブランドを活かした情報発信等により交流人口を増加させ、地
域活性化を図る必要があります。

また、東駿河湾環状道路の開通により、人や物の流れが大きく変化したことから、この効果を活
かした工業、商業、物流等を含めた積極的な産業誘致を推進し、雇用の創出を図る必要があります。

併せて、豊かな営農環境と道の駅を活かした農業振興により生産性の向上を図るとともに観光
事業と連携した各種産業を拡大していく必要があります。

交流・にぎわいへの対応
少子・超高齢化に伴う人口減少が進むなか、厳しい財政運営を余儀なくされており、それに伴い

高齢者と女性の社会進出による活力ある社会づくりが課題となっています。
地域のコミュニティによる交流を推進することにより、地域の課題への取り組みを進め、高齢

者がいつまでも健康で活躍でき、女性の社会進出を促進するため安心して生活できる環境整備を
図る必要があります。

また、交流人口の拡大や移住・定住人口の増加を目指し、町民・各種団体・行政が連携した取り
組みを推進する必要があります。

かんなみ猫おどり函南ブランド認定証の授与
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総合計画で示す取り組みや重点的に取り組むべき内容は、選定までの過程が客観的で透明性がある
ことが重要です。そこで、町の特性（内部要因）を強み・弱み、社会経済環境の変化(外部要因)を機会・
脅威のカテゴリーで分類し、それぞれの関係性から分析を行うSWOT分析により町の進むべき内容を
戦略化します。

※ 1　SWOT 分析： 分析対象を取り巻く外部環境や内部環境を強み (Strengths)、弱み (Weaknesses)、機会 (Opportunities)、脅威 
(Threats) の 4 つのカテゴリーで要因分析し、環境変化に対応した経営資源等の最適活用を図る経営戦略策定方法の一つです。
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SWOT分析の結果をもとに町が進むべき方向性を戦略化しました。

成長戦略の例

 ●強み ×	 ★機会 ⇒ 強みで機会を活かす

人に優しいまち	 ×	 良好な交通アクセス	 ＝	 移住・定住の促進
豊かな営農環境	 ×	 道の駅の整備	 ＝	 農業の振興
豊富な地域資源	 ×	 伊豆半島との連携	 ＝	 交流人口の拡大

克服戦略1 の例

 ▲弱み ×	 ★機会	 ⇒ 機会に乗じて弱みを克服する

就業先が少ない	 ×	 良好な交通アクセス	 ＝	 雇用機会の増加
水害	 ×	 内陸フロンティア	 ＝	 災害に強いまちづくり
農業の担い手不足	 ×	 道の駅の整備	 ＝	 農業の6次産業化の推進

克服戦略２の例

 ●強み ×	 ×脅威 ⇒ 強みで脅威を克服する

人に優しいまち	 ×	 高齢者やひとり親家庭の増加	 ＝	 地域コミュニティの醸成・	
助け合いの社会づくり

コンパクトな都市構造	 ×	 税収減少	 ＝	 効率的な都市経営

危機回避戦略の例

 ▲弱み ×	 ×脅威 ⇒ 弱みを克服して脅威を回避する

大型商業施設の不足	 ×	 商業衰退	 ＝	 店舗誘致によるにぎわい創出
老朽化した公共施設	 ×	 厳しい財政運営	 ＝	 集中投資による拠点の形成




